
Workday 導入事例 : スクート

社員と場所をつなぐ 

社員が同じシステムでつながることは簡単なことではありません。すべての社員がア

クセスできて簡単に使用できるシステムが必要になるからです。さらに、人事部門が

人事プロセスやすべての社員関連データの管理に使えなければなりません。導入しよ

うとしても作業が大掛かりとなり、多くの組織では導入は難しいものとなります。モ

バイルに対応させようとするとより一層困難になります。 

シンガポールを拠点とするスクート航空会社の人事部門はこのような課題を抱えてい

ました。人事担当バイス プレジデントである Theresa Tan 氏は次のように述べていま

す。

「当社の従業員は、月に 1 回もオフィスに出社しないことがほとんどです。客室乗務

員の勤務時間は不規則です。当社の課題は、社員のやる気を削ぐことのない、そして

必要な社内手続きができる休暇管理アプリケーションなどのシステムを見つけること

でした。私たちは一般的な企業とは異なるため、通常のシステムでは当社のビジネス 

モデルをサポートできません。」 

ビジネスが進化するに従って課題も大きくなっています。スクートで人事オペレー

ション、IR、人事のトップを務める Keith Ng 氏は次のように述べています。「当社が

必要としていたのは単なる人事システムではありませんでした。当社の成長、進化す

るビジネス プロセス、これらに伴う課題に対応できる柔軟性の高いシステムを求めて

いました。」

未来型人事システムの模索
2011 年にシンガポール航空の子会社として設立されたスクートは、中長距離航路を

運航する格安航空会社です。当初はシンガポールに 1,000 名未満の社員がいるだけで

したが、現在ではアジア太平洋地域の 6 拠点に約 2,200 名の社員を抱えています。 

スタートアップ企業であるスクートにはレガシー システムはありませんでしたが、人

事ではなく財務を重視したシンプルなシステムが使用されていました。このシステム

には基本的な人事情報や社員データしか保存することができません。「パフォーマン

ス レビューやタレント レビューなど、他の多くのプロセスは Excel スプレッドシート

を使って手動で行う必要がありました。」と、Ng 氏は述べています。

事業と社員数が着実に拡大するにしたがって、スクートはより実用的なシステムを探

し始めました。社員が自分でできるセルフサービスとデジタル化が最優先事項でした。

第三者を介すことなく、社員がワンクリックで情報の検索、休暇や休職の申請、経費

精算の管理を行えるようにする必要があったのです。 

企業概要
• �アジア太平洋地域に 6 拠点、社員数 2,200 名

• �本社所在地はシンガポール

Workday のアプリケーション
• �人事管理

• �タレント マネジメント

• �報酬管理

• �タイム トラッキングと休暇・休職

• �リクルーティング

メリット
• �クラウドベースのシステム

• �セルフサービス機能

• �すべての機能にシングル ログインでアクセス

• �設定の自由度と柔軟性の高さ 

• �ユーザー フレンドリー

導入国
• �アジア太平洋地域 : オーストラリア、中国、日本、

インド、シンガポール、タイ



Tan 氏は次のように述べています。「私たちは社員に権限を委譲す

ることが非常に重要であると考えているため、セルフサービス機

能が備わったシステムを探していました。当社の社員はいつも同

じ場所にいるとは限らないモバイル ワークフォースなので、直接

連絡を取ることは容易ではありません。そのため、すべての情報

とプロセスに社員が簡単にアクセスできるようにすることが最優

先でした。」

さらに Ng 氏は次のように述べています。「デジタル化を進めるこ

とで、資産を保有し管理しなてくも済むよう、当社で使うシステ

ムはクラウドベースでなければなりません。これにより、社員は

ほぼどこにいてもシステムを利用でき情報にアクセスできるだけ

でなく、高水準のセキュリティが保証されます。」 

ビジネスに最適
およそ 2 か月に及ぶ調査の結果、スクートのチームは 2013 年に 

Workday システムの導入を決定しました。以降、Workday システ

ムの運用は続いています。 

Tan 氏は次のように述べています。「システムを探し始めたとき、

私たちは多くのベンダーと話し合いました。Workday の主要な

競合相手によっては、コスト面において大幅に優位性がある企

業もありました。しかし、Workday の導入の決め手となったの

は、当社のビジネス プロセスやニーズが他の組織と異なっており、

Workday に提示されたカスタマイズ内容が、他のベンダーと比べ

て大幅にコスト メリットがあった点です」

複数の機能、複数のメリット
カスタマイズの問題が解決されると、Workday がスクートの求め

るシステムであることが明らかになりました。 

Ng 氏は次のように述べています。「Workday ヒューマン キャピタ

ル マネジメントとファイナンシャル マネジメントの各アプリケー

ションはクラウドベースのシステムであるため、セルフサービス

のニーズを満たしていることに加え、変更を社内で管理できる柔

軟性を備えていました。さらに、詳細な設定が可能であるため、

社員は好みに合わせてプロセスを操作したり変更できます。 

また、さまざまな機能の組み込みが可能で、従業員は 1 回のサイ

ンインでそれらの機能を使うことができます。現在、社員は単一

システムから休暇、休職、報酬などの各アプリケーションにアク

セスできます。これは私たちにとっても社員にとっても大きなメ

リットです。Workday に移行することで、社員たちは自分の勤務

時間をより生産的に活用できるようになりました。」

Ng 氏と Tan 氏は社員がシステムに満足していると言います。使い

やすいシステムに対する評価は、2016 年の合併によってタイガー

エアの社員がスクートに加わったことにより一層明白になりました。 

Ng 氏は次のように述べています。「タイガーエアの社員はこの新

しいシステムを大変気に入っています。ユーザー インターフェイ

スや、システム内で簡単に情報を見つけられる点が好評です。」  

社員だけではなく、マネージャもメリットを享受しています。

Workday ヒューマン キャピタル マネジメントでは、リアルタイ

ムのレポート、システム ダッシュボードを使用した独自のレポー

ト生成、将来予測レポートに対する分析を実行できます。

Workday タレント マネジメントを使用すると、マネージャはパ

フォーマンス レビューや後継者育成計画のレポートや評価を効率

化することができます。「以前はこれらすべてを Excel で行う必要

がありましたが、現在はドラッグ アンド ドロップですべての情報

を 1 つの画面に表示できます。これが、Workday への移行を決め

た最大のメリットです。」と Ng 氏は述べています。  

Tan 氏は次のように述べています。「HR 担当者から見ると、どこ

からでも組織内のタレントを管理できるこのシステムは最適なシ

ステムです。」

積極的に強化されるパートナーシップ
Workday ヒューマン キャピタル マネジメントと経費管理は同時

にデプロイされましたが、長期間かかることも、長いダウンタイ

ムが発生することもありませんでした。デプロイメントはわずか 

3 か月ほどで完了しました。さらに、デプロイメントはスクート

のチーム内で連携して行われました。このプロセスにより、チー

ムは今後システムをどのように運用して保守していくかを知るこ

とができました。 



ワークデイ株式会社 | 代表: +81-3-4572-1200 | workday.co.jp

©2018. Workday, Inc. All rights reserved. Workday および Workday のロゴは Workday, Inc. の登録商標です。その他のすべてのブランドおよび製品名は、それぞれの所有者の商 標または登
録商標です。 20181120SCOOT-JP

Ng 氏は次のように述べています。「高レベルな変更を行う場合は 

Workday のサポートが必要ですが、Workday の対応はとても迅速

です。小さな変更や当社で対応可能な変更については、当社のチー

ムが蓄積した専門知識を駆使して対処します。私たちはアプリケー

ションのパフォーマンスに関するフィードバックと、当社のビジ

ネス プロセスへのサポートを改善するための要望を、Workday に

定期的に送っています。」

Workday は顧客独自のビジネス ニーズにも応えます。スクートに

は、FlexiCredits という社員向けのさまざまな状況に対応できる手

当制度があります。スクートが Workday とのパートナーシップを

結んだ当初は、この FlexiCredits を追跡できるアプリケーションが

ありませんでした。Workday は Workday 経費管理と Workday 報

酬管理を組み合わせることにより、対応できるようになりました。 

「スクート向けに変更を加えた Workday 報酬管理アプリケーション

には、以前使用していた FlexiCredits ソリューションと同じように

使える払戻し報酬の機能があります。以前は Workday にこのよう

な機能はありませんでした。Workday が当社向けにカスタマイズ

してくださったことに感謝しています。」と、Tan 氏は述べています。

Workday はスクートがメリット給プロセスの問題を抱えていた

ときにもサポートしてくれました。スクートはシステムのアップ

デート時にリリース ノートの一部の情報を見逃した結果、技術的

な問題が発生して、給与の増額分を社員に提供できなくなりまし

た。スクートは標準のカスタマー サポート チャネルからトラブル

シューティングをエスカレートしましたが、遠く離れたサポート

拠点との時差が原因でこれらの問題の解決には時間がかかると予

想されました。 

ですが、Workday のサービス チームの対応は迅速でした。Tan 氏

は次のように述べています。「Workday の積極的な対応のおかげ

で、Workday のアカウント マネージャ、コンサルタント、トレー

ナーたちが即座に手を差し伸べてくれました。彼らの業務ではな

かったのにもかかわらずです。そのため、この問題を非常に短時

間で解決し、遅延を最小限に抑えて、給与の増額分を提供できる

ようになりました。」

スクートは現在、Workday リクルーティングをシステムに追加し

ています。これまで Workday には応募者追跡システム (ATS) とし

て使用できるアプリケーションがありませんでした。現在、アプリ

ケーションはアップグレードされ、スクートの複雑な採用プロセス

に対応できる機能が追加されています。このアプリケーションに

より、HR マネージャは応募者の個人情報を応募者の採用プロセス

に従って転送できるため、管理タスクが大幅に簡略化されました。 

「Workday は当社と同じ考え方や方針を持っています。先日は今

後導入する機能の候補としてチャットボットについて話し合いま

したが、Workday ではすでにチャットボットへの取り組みが進ん

でいることがわかりました。チャットボットは業界でも比較的新

しい技術です。Workday のチャットボットを近日中に当社で使用

できるか評価する予定です。」と、Ng 氏は述べています。

お客様とともに成長するパートナー
スクートは次の会計年度に Workday での機能をさらに強化するこ

とを計画しています。また、Workday がワークフォースの効率を

向上できると期待しています。Tan 氏は次のように述べています。

「私たちは社員数の削減を計画しているのではなく、システムを通

じて各社員の役割をより効率化することを計画しています。」

Workday のアプリケーションはビジネスと同じ速度で進化し、ス

クートに新しい機会を提供してくれます。Ng 氏は次のように述べ

ています。「当社では常にオートメーションを改善する取り組みを

続けています。今も継続しています。この取り組みをしっかりと

サポートしてくれるのが Workday です。Workday のアプリケー

ションは 6 か月ごとにアップデートされ、役立つより強力な新機

能が追加されます。」 

Tan 氏は次のように述べています。「Workday の現実的な点にも好

感を持っています。一部の作業プロセスが Workday のシステム上

で設定できない可能性があるため、私たちが柔軟に対応する必要

があることを初期段階から話してくれました。また、Workday の

アプリケーションが、当社のビジネス要件を満たすかどうかについ

ても率直に話してくれます。Workday は本当の意味でのパートナー

です。単にシステムを販売しているわけではなく、私たちのビジネ

スの成長をどのようにサポートできるかを常に考えています。」
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